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令和７年度当初予算の説明
３ 下水道事業会計
3－1 下水道事業の推移

○年間総処理水量、水洗化戸数の推移
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支出

収入

その他収入

長期前受金戻入使用料収入

（単位：億円）

人件費

支払利息

その他費用 減価償却費

※長期前受金戻入･･･補助金をもらって取得した固定資産の減価償却費のうち補助金相当分

収入合計 22.4億円

支出合計 21.4億円

差 引 1.0億円

純利益 0.7億円

3

雨水処理負担金

令和７年度当初予算の説明
3 下水道事業会計
3－2 収益的収支：第1の財布（税込）

内部留保資金等：第3の財布へ積立
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令和７年度当初予算の説明
3 下水道事業会計
3－3 収益的収支の対前年度比較

予算費目 R7予算 R6予算 増減 備考

収入合計 2,244,457 2,223,611 20,846

使用料収入 1,060,661 1,043,266 17,395

雨水処理負担金 227,510 235,487 △7,977

その他収入 282,675 248,777 33,898

長期前受金戻入 673,611 696,081 △22,470

支出合計 2,139,418 2,132,201 7,217

人件費 105,159 97,441 7,718

支払利息 143,847 158,014 △14,167

その他費用 683,774 626,027 57,747 修繕費の増

減価償却費 1,206,638 1,250,719 △44,081

（単位：千円）
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1.0 支出

収入

補助金等

負担金

（単位：億円）

その他支出

施設改良費

施設整備費

収入合計 6.9億円

支出合計 14.6億円

差 引 △7.7億円
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企業債償還金

令和７年度当初予算の説明
3 下水道事業会計
3－4 資本的収支：第2の財布（税込）

内部留保資金等：第3の財布から補てん

企業債
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令和７年度当初予算の説明
3 下水道事業会計
3－5 資本的収支の対前年度比較

予算費目 R7予算 R6予算 増減 備考

収入合計 688,727 433,519 255,208

企業債 267,500 186,900 80,600 工事費の増による増

補助金等 411,030 228,663 182,367

負担金 10,197 17,956 △7,759 受益者負担金の減

支出合計 1,461,793 1,141,620 320,173

施設整備費 282,661 279,481 3,180 工事費の増

施設改良費 387,050 104,200 282,850 工事費の増

企業債償還金 686,528 663,083 23,445

その他支出 105,554 94,856 10,698

（単位：千円）
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令和７年度当初予算の説明
3 下水道事業会計
3－6 内部留保資金等、企業債残高及び当期純利益（損失）の推移

年度 R2 R3 Ｒ4 R5 R6見込 R7当初

内部留保
資金等

収益的収支 1.7 1.7 1.2 3.2 1.5 2.2

資本的収支 8.5 9.2 9.6 9.4 10.6 8.6

企業債残高 108.5 109.4 109.7 108.9 104.5 100.3

当期純利益（損失） 1.7 1.７ 1.2 2.7 1.0 0.7

（単位：億円）

〔参考〕経営戦略
R7計画値

0.8

6.6

86.0

0.8

108.5 109.4 109.7 108.9 
104.5 

100.3

10.2 
10.9 10.8 

12.6 12.1 
10.8

1.7 1.7 1.2 

2.7 

1.0 0.7
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0
企業債残高 内部留保資金等 当期純利益（損失）



8

令和７年度当初予算の説明
3 下水道事業会計
3－7 令和7年度の主な事業

《収益的収支》
・終末処理場運転管理業務委託 7,769万円
・浄化槽設置整備補助事業負担金 828万円

《資本的収支》
施設整備事業
・ウォーターＰＰＰ導入可能性調査業務委託 3,300万円
・目尾鯰田汚水幹線管渠布設工事 １億9,734万円

施設改良事業
・終末処理場電気設備改築工事 １億4,580万円
・片島ポンプ場機械設備改築工事 １億3,600万円
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令和７年度当初予算の説明
３ 下水道事業会計
３－8 下水道事業の新たな取り組み

『ウォーターＰＰＰ』とは

水道関連の分野において、官民が連携して管理・更新を一体的にマネジメントする仕組み

【管理・更新一体マネジメント方式の要件】
①長期契約（原則10年）
②性能発注
③維持管理と更新の一体マネジメント（更新実施型と更新支援型を基本）
④プロフィットシェアの仕組みを導入

【現状】
≪対象施設≫ 飯塚終末処理場、ポンプ場、管渠
≪対象業務≫ 処理場・ポンプ場の運転管理・維持管理業務

管渠の清掃や緊急修繕業務 等

既存の業務を「仕様書発注・民間委託」

【仕様書発注・民間委託からウォーターＰＰＰへ】
・安定して、持続可能な下水道事業の継続が必要
・令和9年度以降の管渠の改築工事ではウォーターＰＰＰの実施（国庫補助の要件化）

ＰＰＰ／ＰＦＩ事業とすることで下水道事業の課題解決が期待


